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し
た
が
っ
て
、
乾
燥
終
期
に
は
、
仕
上

が
り
含
水
率
を
均
一
に
す
る
た
め
に
調
湿

処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
人
工
乾

燥
の
調
湿
処
理
に
つ
い
て
試
験
し
た
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

３　
調
湿
処
理
と
は

調
湿
処
理
と
は
、
人
工
乾
燥
の
終
期
に

残
留
す
る
乾
燥
応
力
や
乾
燥
む
ら
等
を
取

り
除
く
も
の
で
、
板
材
間
の
含
水
率
の
バ

ラ
つ
き
を
均
一
化
す
る
操
作
（
イ
コ
ー
ラ

イ
ジ
ン
グ
）
と
材
一
枚
一
枚
の
表
層
と
内

部
の
含
水
率
差
を
無
く
し
乾
燥
応
力
を
減

少
さ
せ
る
操
作
（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）

が
あ
り
ま
す
。
調
湿
処
理
が
不
十
分
だ
と

乾
燥
後
に
割
れ
や
狂
い
等
が
発
生
し
、
歩

留
り
の
低
下
や
ク
レ
ー
ム
リ
ス
ク
の
増
大

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

４　
試
験
方
法

今
回
は
コ
ナ
ラ
丸
太
６
本
、
ミ
ズ
ナ
ラ

丸
太
４
本
か
ら
得
ら
れ
た
板
材
（
厚
さ
２
．

３
㎝
、
幅
12
㎝
、
長
さ
コ
ナ
ラ
１
８
２
㎝
、

ミ
ズ
ナ
ラ
１
８
０
㎝
）
コ
ナ
ラ
71
枚
、
ミ

ズ
ナ
ラ
61
枚
を
用
い
ま
し
た
。

板
材
の
中
か
ら
生
材
密
度
に
基
づ
き
、

乾
燥
が
早
い
、
中
庸
、
遅
い
も
の
を
各
樹

種
３
枚
選
定
し
、
乾
燥
経
過
を
観
察
す

る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
（
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
）
と
し
ま
し
た
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
は

両
木
口
か
ら
30
㎝
以
上
切
り
捨
て
た
上

で
、
両
木
口
か
ら
２
㎝
の
小
試
験
片
を

採
取
し
、
さ
ら
に
１
０
０
㎝
に
採
材
し
ま

し
た
。

小
試
験
片
を
１
０
５
℃
に
設
定
し
た
乾

燥
機
で
２
日
間
程
度
置
き
、
全
乾
重
量
を

測
定
し
、
小
試
験
片
ご
と
の
含
水
率
を
算

出
し
ま
し
た
。
こ
の
含
水
率
の
平
均
か
ら

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
推
定
全
乾
重
量
を
算
出

し
ま
し
た
。

板
材
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
は
生
材
か
ら

含
水
率
８
％
ま
で
、
蒸
気
式
乾
燥
機
に
よ

り
乾
燥
し
ま
し
た
。
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
表
１
の
よ
う
に
設
定
し
、
特
に
、
イ
コ
ー

ラ
イ
ジ
ン
グ
は
平
衡
含
水
率
８
％
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
平
衡
含
水
率
12
％
と

な
る
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
試
験
で
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
終
了
後
に
、
乾
燥
機
を
全
停
止
さ

せ
、
乾
燥
機
を
密
閉
し
た
上
で
、
２
日
間

程
度
自
然
冷
却
さ
せ
ま
し
た
。

乾
燥
中
は
、
１
日
２
回
程
度
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
材
の
重
量
を
測
定
し
、
推
定
全
乾

重
量
か
ら
含
水
率
を
推
定
し
、
乾
燥
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
段
階
を
進
め
る
参
考
と
し
ま

し
た
。

乾
燥
終
了
後
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
を
１

０
５
℃
に
設
定
し
た
乾
燥
機
に
５
日
間
程

度
入
れ
、
全
乾
重
量
を
求
め
、
乾
燥
中
の

含
水
率
推
移
を
補
正
し
ま
し
た
。

ま
た
、
板
材
に
つ
い
て
は
、
乾
燥
直
後

に
重
量
を
測
定
し
た
後
、
室
内
で
一
週
間

養
生
し
、
養
生
後
の
重
量
を
測
定
し
ま
し

た
。
重
量
測
定
後
は
、
両
木
口
か
ら
20
㎝

以
上
切
り
捨
て
た
上
で
、
両
木
口
か
ら
２

㎝
の
小
試
験
片
を
採
取
し
ま
し
た
。
前
述

し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
と
同
様
の
方
法
で

各
板
材
の
乾
燥
直
後
及
び
一
週
間
養
生
後

の
含
水
率
を
算
出
し
ま
し
た
。

５　
試
験
結
果

表
１
に
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
各
乾
燥

条
件
に
要
し
た
日
数
を
示
し
ま
す
。

乾
燥
日
数
は
、
コ
ナ
ラ
で
約
15
日
、
ミ

ズ
ナ
ラ
で
約
19
日
と
な
り
、
髄
部
分
を
除

き
、
顕
著
な
割
れ
や
狂
い
等
は
観
察
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

表
２
に
試
験
し
た
板
材
の
乾
燥
前
、
乾

燥
直
後
及
び
一
週
間
養
生
後
の
含
水
率
を

示
し
ま
す
。

板
材
の
初
期
含
水
率
は
、
コ
ナ
ラ
で
54

〜
75
％
（
平
均
65
％
）、
ミ
ズ
ナ
ラ
で
52

〜
84
％
（
平
均
68
％
）
で
あ
り
、
コ
ナ
ラ

で
20
％
以
上
、
ミ
ズ
ナ
ラ
で
30
％
以
上
の

含
水
率
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

図
１
に
コ
ナ
ラ
、
図
２
に
ミ
ズ
ナ
ラ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）
の
含

１　
は
じ
め
に

本
県
は
豊
富
な
広
葉
樹
資
源
を
有
し
て

い
ま
す
が
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る
広
葉
樹

材
の
多
く
は
木
材
チ
ッ
プ
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
製
材
品
と
し
て
の
利
用
は
針

葉
樹
材
に
比
べ
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
付
加
価
値
の
高
い

建
築
用
材
等
へ
の
用
途
拡
大
に
よ
り
広
葉

樹
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

令
和
２
年
度
よ
り
広
葉
樹
材
の
乾
燥
に
関

す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　
木
材
の
乾
燥

木
材
は
空
気
中
の
温
度
、
湿
度
の
変
化

に
応
じ
て
、
放
湿
、
吸
湿
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
収
縮
、
膨
張
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
建

築
用
材
等
に
用
い
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
使
用
場
所
に
応
じ
た
適
正
な
含
水
率
ま

で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
寸
法
安
定
を
図
り

ま
す
。

し
か
し
、
製
材
直
後
の
板
材
は
初
期
含

水
率
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、

採
材
部
位
で
乾
燥
速
度
が
異
な
る
た
め
、

乾
燥
終
期
に
お
い
て
も
含
水
率
に
バ
ラ
つ

き
が
見
ら
れ
ま
す
。
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葉
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水
率
の
推
移
を
示
し
ま
す
。
図
中
の
①
は

イ
コ
ー
ラ
イ
ジ
ン
グ
、
②
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
、
③
は
自
然
冷
却
の
期
間
を
示
し

ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
材
の
初
期
含
水
率
は
、

コ
ナ
ラ
で
５
％
以
上
、
ミ
ズ
ナ
ラ
で
20
％

以
上
の
差
が
見
ら
れ
、
そ
の
差
は
、
乾

燥
中
も
維
持
し
た
ま
ま
推
移
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
調
湿
処
理
に
よ
り
含
水
率
８ 

％
に
揃
う
よ
う
に

推
移
し
、
自
然
冷

却
の
期
間
に
お
い

て
は
、
含
水
率
の

変
化
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果

か
ら
、
製
材
品
と

し
て
の
品
質
を
保

つ
た
め
に
は
調
湿

処
理
を
十
分
に
行

う
必
要
が
あ
る
ほ

か
、
乾
燥
機
を
密

閉
し
た
上
で
の
自

然
冷
却
は
、
急
激

な
温
度
と
湿
度
の

変
化
を
抑
え
、
乾

燥
直
後
の
割
れ
や

狂
い
等
の
防
止
に

有
効
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

６　
今
後
の
予
定

今
回
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
想
定
し
、

コ
ナ
ラ
と
ミ
ズ
ナ
ラ
の
板
材
で
試
験
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
ク
リ
と
サ
ク
ラ
の

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
や
家
具
用
材
の
乾
燥
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
部

技
師
　
森
　
諒
平

表１　コナラ・ミズナラの乾燥スケジュール ※ファン出力45Hz

含水率範囲
（％）

乾球温度
（℃）

湿球温度
（℃）

日数（日）
コナラ ミズナラ

40以上 43 40 3.8 4.0
40～35 43 39 1.1 1.6
35～30 43 37 1.2 2.0
30～25 50 39 1.0 1.2
25～20 55 35 1.0 0.8
20～15 60 32 1.0 1.0
15以下 70 42 1.7 1.0

イコーライジング 70 60 1.0 3.0
コンディショニング 70 65 1.0 1.0

自然冷却 − − 1.9 3.0
合　　計 14.7 18.6

表２　コナラ・ミズナラ板材の含水率

樹種 枚数
（枚）

含水率（％）
乾燥前 乾燥直後 養生後

平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小
コナラ 68 65 75 54 9 12 8 9 13 9
ミズナラ 58 68 84 52 9 11 9 10 11 9

図１　コナラの乾燥経過（コントロール材）
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図２　ミズナラの乾燥経過（コントロール材）
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